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意
図
し
な
い
不
法
就
労
助
長
に
要
注
意

解 説

◎
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　
若
松
絵
里

外
国
人
材
を
戦
力
に

◎
特
集

　

近
年
、
企
業
経
営
者
か
ら
外
国
人

雇
用
を
め
ぐ
る
相
談
が
頻
繁
に
持
ち
込

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
小
企

業
で
起
こ
り
が
ち
な
ト
ラ
ブ
ル
が
、
本

人
の
保
有
す
る
在
留
資
格
と
異
な
る
職

種
に
従
事
さ
せ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。

「
在
留
カ
ー
ド
」
の
内
容
を
十
分
確
認

し
な
い
た
め
に
発
生
す
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
入
管
法
上
、
雇
用
主
は

不
法
就
労
助
長
罪
の
対
象
に
な
る
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

　

就
労
可
能
な
在
留
資
格
（
就
労
ビ

ザ
）
は
18
種
類
あ
り
、
技
能
実
習
を
除

き
全
体
の
75
％
は
「
技
術
・
人
文
知

識
・
国
際
業
務
」
の
資
格
を
保
有
し
て

い
ま
す
。「
技
術
」
分
野
で
は
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
設
計
士
等
、「
人
文

知
識
」
分
野
で
は
企
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
、「
国
際
業
務
」
分
野
な
ら
通
訳
、

翻
訳
等
と
い
う
よ
う
に
従
事
で
き
る
活

動
内
容
、
職
種
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
で
の
専
攻
科
目
や
職
務
経
験
な
ど
、

分
野
ご
と
の
取
得
要
件
も
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
採
用
面
接
時
、
こ
の
点
を
ま

ず
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
留
学
生
の
大
半
は
ア
ル
バ
イ

ト
を
週
28
時
間
以
内
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
、
資
格
外
活
動
許
可
を
得
て
い
ま

す
が
、
規
定
時
間
を
守
っ
て
働
い
て
い

た
か
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
優
秀
な
成
績
を
収
め
大
学
等

を
卒
業
し
た
も
の
の
、
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
28
時
間
を
こ
え
て
働
い
て
い
た
が

ゆ
え
に
、
就
労
ビ
ザ
へ
の
変
更
が
認
め

ら
れ
な
い
事
例
も
あ
り
ま
す
。
入
国
管

理
局
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
外
国
人
の

就
労
状
況
に
関
し
て
情
報
共
有
を
行
っ

て
お
り
、
留
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
時
間

超
過
な
ど
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

事
業
の
継
続
性
も
審
査

　

外
国
人
を
採
用
す
る
際
、
在
留
カ
ー

ド
の
確
認
が
雇
用
主
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
採
用
面
接

時
に
は
在
留
カ
ー
ド
原
本
の
提
示
を
求

め
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ド
表
裏
両
面
を

コ
ピ
ー
し
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接

時
、
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
を
持
参
し
て
き

た
場
合
は
、
後
日
必
ず
カ
ー
ド
原
本
を

確
認
し
ま
す
（
就
職
先
で
従
事
す
る
職

務
内
容
が
、
現
時
点
で
保
持
し
て
い
る

在
留
資
格
で
許
可
さ
れ
て
い
る
職
務
内

容
と
異
な
る
場
合
、
就
職
先
の
職
務
内

容
に
合
致
す
る
在
留
資
格
に
変
更
す
る

手
続
き
「
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
」

を
行
い
、
入
国
管
理
局
の
許
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

　

最
近
特
に
摘
発
件
数
が
増
加
し
、
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
偽
造
在
留
カ
ー

ド
で
す
。
真
正
の
在
留
カ
ー
ド
に
は
ホ

ロ
グ
ラ
ム
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
付
き
の
偽
造
カ
ー
ド

も
発
見
さ
れ
る
な
ど
精
巧
に
で
き
て
お

り
、
目
視
で
判
別
す
る
の
は
困
難
で
す
。

た
だ
、
法
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
在

留
カ
ー
ド
番
号
等
を
入
力
す
れ
ば
、
カ

ー
ド
自
体
の
有
効
性
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
外
国
人

を
初
め
て
雇
用
す
る
企
業
で
散
見
さ
れ

ま
す
が
、
雇
用
契
約
書
を
取
り
交
わ
さ

ず
に
採
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
て

く
だ
さ
い
。
雇
用
契
約
書
に
は
基
本
給
、

時
間
外
労
働
時
の
賃
金
、
賞
与
の
有
無
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
方
法
と
日
数
等
、

労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
日
本
語
の
雇
用

契
約
書
に
加
え
、
当
該
外
国
人
の
理
解

で
き
る
母
国
語
や
英
語
に
翻
訳
し
、
双

わかまつ・えり
若松絵里社労士・行政書士事務所代表。東京入国管理局届出済申請取次行政書
士・外国人技能実習管理責任者。外国人労働者の就労ビザ申請代行、日系・外資
系企業向けの雇用契約書や就業規則作成、英文翻訳業務などを主に行っている。
著書に『中小企業のための外国人雇用マニュアル』（ＫＫベストブック）がある。

外
国
人
を
採
用
す
る
際
、
在
留
資
格
の
確
認
や
就
労
ビ
ザ
の
申
請
な
ど
、
雇
用
主
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

入
社
ま
で
に
必
要
な
行
政
手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
入
国
管
理
業
務
に
詳
し
い
若
松
絵
里
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

法務省入国管理局ウェブサイト掲載資料を元に作成
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方
で
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
就
業
規
則
に
秘
密
保
持
に
関

す
る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
秘
密
保
持
誓
約
書
も
締
結
し
て
く

だ
さ
い
。
書
式
例
は
経
済
産
業
省
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
の
書
類
も
労
使
双
方
合
意
の
上
、

署
名
、
押
印
し
保
管
し
て
お
き
ま
す
。

雇
用
契
約
締
結
後
は
就
労
ビ
ザ
申
請
手

続
き
に
移
り
ま
す
。

　

す
で
に
日
本
に
い
る
外
国
人
を
転
職

前
と
同
じ
職
種
で
採
用
す
る
場
合
、
基

本
的
に
新
た
に
行
う
手
続
き
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
転
職
前
と
異
な
る
職
種
で
採

用
す
る
場
合
や
、
留
学
生
を
就
労
可
能

な
在
留
資
格
に
変
更
す
る
場
合
に
は
在

留
資
格
変
更
許
可
申
請
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
申
請
す
れ
ば
在
留

資
格
の
変
更
が
無
条
件
に
認
め
ら
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
国
管
理
局

は
、
雇
用
主
の
営
む
事
業
の
適
正
性
、

安
定
性
、
継
続
性
や
外
国
人
の
学
歴
、

職
歴
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
勘
案

し
て
審
査
し
ま
す
。
雇
用
主
は
以
下
の

四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、
就

労
ビ
ザ
申
請
時
の
提
出
資
料
数
、
審
査

に
か
か
る
時
間
に
差
が
生
じ
ま
す
。

①
カ
テ
ゴ
リ
ー
１

　

日
本
の
証
券
取
引
所
上
場
企
業
、
保

険
業
務
を
営
む
相
互
会
社
、
国
内
あ
る

い
は
海
外
の
国
・
地
方
公
共
団
体
、
独

立
行
政
法
人
な
ど

②
カ
テ
ゴ
リ
ー
２

　

前
年
分
の
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
等
の
法
定
調
書
の
合
計
表
」
の
源
泉

徴
収
税
額
が
１
５
０
０
万
円
以
上
あ
る

団
体

③
カ
テ
ゴ
リ
ー
３

　

前
年
分
の
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
等
の
法
定
調
書
の
合
計
表
」
が
提
出

さ
れ
た
企
業
、
団
体
、
個
人
で
源
泉
徴

収
税
額
が
１
５
０
０
万
円
未
満
の
団
体

④
カ
テ
ゴ
リ
ー
４

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
１
、
２
、
３
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
団
体
（「
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
合
計

表
」
を
提
出
し
て
い
な
い
新
規
設
立
企

業
、
個
人
事
業
主
な
ど
）

　

就
労
ビ
ザ
の
取
得
や
変
更
に
か
か
る

期
間
は
、
提
出
書
類
の
準
備
と
入
国
管

理
局
の
審
査
も
含
め
て
一
般
的
に
２
〜

４
か
月
間
程
度
で
す
。

　

先
に
述
べ
た
、
雇
用
主
の
事
業
の
適

正
性
、
安
定
性
、
継
続
性
は
、
事
業
に
必

要
な
許
認
可
、
違
法
行
為
の
有
無
、
資

本
金
の
大
小
、
営
業
活
動
に
よ
り
得
ら

れ
る
売
上
高
、
粗
利
益
な
ど
か
ら
判
断

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
直
前
期
の
決
算
が

赤
字
だ
っ
た
場
合
、
前
々
期
の
業
績
や

直
前
期
末
の
剰
余
金
な
ど
の
数
字
を
元

に
審
査
さ
れ
、
向
こ
う
１
年
間
の
事
業

計
画
書
や
収
益
予
想
に
関
す
る
資
料
、

公
認
会
計
士
等
に
よ
る
第
三
者
評
価

資
料
の
提
出
が
必
要
に
な
る
と
き
も
あ

り
ま
す
。

　

新
た
に
設
け
ら
れ
る
在
留
資
格
「
特

定
技
能
」
を
取
得
し
働
く
こ
と
に
な
る

外
国
人
は
、
日
本
語
や
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
、
雇
用

契
約
書
な
ど
を
母
国
語
で
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
生
じ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
外
国
人
雇
用
時
に
必
要
な

就
労
ビ
ザ
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
入
国
管
理
局
や
弁
護
士
、
行

政
書
士
等
の
専
門
家
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
／
本
誌
・
小
林
淳
一
）

●外交　
●公用　
●教授　
●芸術　
●宗教　
●報道　
●高度専門職　
●経営・管理　
●法律・会計業務　
●医療　
●研究　
●教育　
●技術・人文知識・国際業務　
●企業内転勤　
●介護　
●興行　
●技能　
●技能実習　

外国政府の大使、公使等とその家族　
外国政府等の公務に従事する者とその家族　
大学教授等　
作曲家、画家、作家等　
外国の宗教団体から派遣される宣教師等　
外国の報道機関の記者、カメラマン等　
高度人材ポイント制度に基づく高度人材　
企業等の経営者、管理者等　
弁護士、公認会計士等　
医師、歯科医師、看護師等　
研究者等　
教育機関での語学教師等　
システムエンジニア、営業、通訳等　
外国事務所からの転勤者　
介護福祉士　
歌手、プロスポーツ選手等　
外国料理の調理師、スポーツの指導者等　
技能実習生　

就労可能な在留資格

就労可能な在留資格
（就労ビザ） 従事できる活動内容・職種
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